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豊中市消防局
豊中市災害対応ドローン隊
「愛称:KITE(カイト)」　運用開始！

指令システム障害対応訓練を
実施しました

八尾市消防本部

令和６年（2024年）４月１日（月）､豊中
市消防局は豊中市災害対応ドローン隊
｢愛称 : KITE（カイト）｣の運用を開始しま
した。
ドローン隊は､消防職員１４名･消防団
員４名で構成され､災害発生時にドローン
を活用して､市内の被害状況の迅速な把
握や救助捜索活動などを行い､被害の軽
減を図ることを目的としています。
愛称の｢KITE（カイト）｣は､日本語で｢鳶

（とび）｣を意味します｡由来は､上空で輪を
描くように滑空し､優れた視力で目標を補
足する鳶の姿が､災害現場を撮影できるド
ローンと似ていること､また鳶のくちばし
に似ていることから名前の由来となってい
る消防資機材の｢とび口｣や､大豊神社（京
都市左京区）愛宕社前に火難除けとして
狛鳶（とび）の像が置かれていることなど、
鳶は消防と所縁（ゆかり）があることから
命名しました。
今後もドローンを災害現場で効果的、
効率的に活用するため､更なる知識､技術
の習熟に努めていきます。

八尾市消防本部では､令和５年６月１７
日（土）に高機能消防指令センターに障
害が発生した場合を想定し､別フロアの消
防署作戦室を利用した１１９番通報迂回
措置訓練（署落とし訓練）を実施しました。
本訓練は､当市消防本部が定める｢高機
能消防指令センター障害対応マニュアル｣
に基づき､障害の状況をすばやく把握し､
迂回措置に必要な機器設営等の準備を
迅速に整え､さらに実際の１１９番通報を
想定した模擬通報をブラインド形式で受
信し､実動消防車両の運用を手作業で管
理しながら､複数の災害に対応するもので､
毎年実施しております。
地震や風水害等の大規模災害時以外
においても､通信回線の広域的な障害発
生や､消防指令システムが突然ダウンする
可能性を常に考慮しておく必要があるこ
とから､今後も継続して指令課員の危機対
応能力の向上に努めてまいります。
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ＣＲＭオンライン研修会を
実施しました！

貝塚市消防本部

「あなたは､上司の勘違い･ミスを指摘で
きますか？｣｢部下は､あなたの勘違い･ミス
を指摘してくれますか？｣これはＣＲＭ視点
からの問題提起です。
ＣＲＭとは､災害現場での事故を未然
に防ぐという共通の目的に対して､上司と
部下が対等に話し合える環境土壌をつく
り､「事故を未然に防いで事故率を軽減す
る｣といった直ちに実施することができる
ノンテクニカルスキルを中心とした､航空
業界で導入されている安全管理概念です｡
貝塚市消防本部では､職員全体の安全
管理意識向上と事故が起こりにくい環境
作りを目指し､富山県東部消防組合の上
樂様を講師にお迎えし､ＣＲＭオンライン
研修会を令和５年度内３回にわたり実施
しました。
重大事故を無くし､安全で効率的な活
動を実現することは市民の安全･安心に直
結します。
今後も積極的に様々な研修を実施し、
市民サービスの向上に努めてまいります。

文化財防火デーに伴う
合同消防訓練

松原市消防本部

令和６年１月２６日（金）､松原市内の熱
田神社で文化財を火災､震災その他の災
害から守るとともに､市民の文化財愛護に
関する意識の高揚を図るため､神社関係
者及び消防本部､消防団が連携した合同
消防訓練を実施しました。
訓練では神社拝殿からの火災発生を想
定し､神社関係者による通報訓練や水消
火器を使用した初期消火訓練を実施｡そ
の後､駆け付けた消防本部と消防団が連
携を取りながらポンプ相掛りによる消火
訓練を実施するなど､たいへん活気ある素
晴らしい訓練となりました。
市民にとって貴重な財産である文化財
を火災等の被害から守るためには､文化
財関係者はもとより､広く地域の方々や消
防機関が一体となり取り組むことが重要
です。
今回の訓練を通して参加者全員が有事
における行動を再確認する貴重な機会に
なるとともに､今後も文化財を守るため神
社関係者をはじめ消防本部と消防団が継
続して連携を密にした訓練を行い､文化財
の保護に努めてまいります。
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